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（諏訪地域） 

平成２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み  

 

事業名 諏訪から世界へ！「ダンス体験教室」 

～ 舞踊家・ニムラエイイチの意思をつなぐ ～ 

事業主体 

（連絡先） 

諏訪市 

（諏訪市教育委員会事務局生涯学習課 0266-52-4141 内 595） 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ９５６，０９９円（うち支援金：６８３，０００円） 

 

① 地域の指導者に関わってもら

う（来年につなげる） 

② 多くの参加者に体験してもら

う 

③ 地域の歴史や舞踊家について

知る 

④ ダンスの創作を通して自他を

尊重し人権意識を高める 

※自己評価【 Ａ 】 

【理由】 

多くの人に参加してもらい、発表を

地域の方に見てもらうことができ

た。ダンスの創作の中で地域の方が

指導を手伝ってもらうことができ

た。 

【創作ダンスの発表 】 

 【目標・ねらい】 

・地域の民話や詩を読んで、感じたことや自分が思った

ことを仲間と身体を使って表現する事ができた。 

・学社連携・学校交流事業と連携することにより、教室

の参加者が昨年度の４７名から、今年度１１１名（２．

４倍）に増えた。 

・創作ダンス作品の発表を地域にある手長神社の境内や

能舞台を使って発表し、保護者や地域の方に見ていただ

くことができた。 

・教室に関わってもらった方が、読み聞かせをして講師

の手伝いをすることができた。来年度は地元協力者とし

て、指導の手伝いを行う予定。 

・ダンスを創作する過程で、自分の考えや他の人の考え

を認め、一つの作品とするために話し合うことで、自他

尊重により人権意識を高めることができた。 

・地域の伝統文化の理解と伝承、世界的な現代舞踊に触

れてもらうことができた。 

諏訪から世界へ！「ダンス体験教室」～舞踊家・ニ

ムラエイイチの意思をつなぐ～を７月１５・１６日の

２日間開催した。１５日は高島小学校を会場に、城北

小学校の児童も加わって、御神渡りをテーマに創作ダ

ンスを作り上げた。発表は地元の手長神社境内と能舞

台を使って行い、保護者をはじめ地域の方に見てもら

うことができた。１６日は諏訪市文化センター等で開

催し、大人から子供まで参加者２１名は、谷川俊太郎

の詩を使って創作ダンスを作り上げワークショップ

を行った。ホールでの発表を行った後、来場者と一緒

にニムラの時代の舞踊と現代舞踊の鑑賞を行った。 

・今年度から取り入れた、学校や地域と連携して行った事業を、より多くの人に経験してもらえ

るように、連携しながら活動を継続していく。 

・創作ダンスの魅力についてさらに多くの人に広めるため、地域の指導者の協力も受け、講師と

連携し、今後も活動に取り組んで行く。 
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